
     

 
 

Ⅱ－５ 各省施策から期待される成果 
 
（１）政策課題「命・健康を災害から守る」 
○緊急地震速報、津波予測情報の精度向上 
震度 5弱以上の地震発生時に発表する緊急地震速報（警報）について、平成 25 年
度までに、3階級差にも及ぶことがあった震度の予測誤差を概ね 1階級程度に向上さ
せるとともに、地震を過小評価し警報発表を見逃す件数を現在の半数程度から 1/3 程
度まで改善する。（国土交通省） 
また、津波警報については、震度分布により、第一報から巨大津波の可能性を提供
できるようにするとともに、沖合の津波観測結果などを活用し津波警報第二報以降の
更新時期を、これまでより 5～10 分短縮する手法を平成 25 年度末までに確立する。（国
土交通省） 
○災害時医療体制の強化 
大規模災害時の医療体制について、東日本大震災における緊急医療対応等の実態を
医学的観点から検証し、平成 25 年度までに、今後の医療体制に向けた改善点をまと
め、各種マニュアルやＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）研修に反映させる。また、被
災者の長期医療については、特に母子や高齢者の健康状態について調査し、平成 26
年度までに指針等をとりまとめる。以上により、災害時の保健・医療体制の改善につ
なげる。（厚生労働省） 
 

（２）政策課題「仕事を、災害から守り、新たに創る」 
○農林水産業の再生と革新的技術を用いた被災地における雇用創出・産業競争力強化 
東日本大震災により甚大な被害を被った農林水産業の再生のため、平成 25 年度ま
でに農林水産・食品分野の技術シーズを被災地において実証し、関連産業に導入する
とともに、平成 29 年度までに、これら実証技術を組み合わせて生産コスト半減ある
いは収益率 2倍の高効率生産を被災地において達成する。（農林水産省） 
また、被災地域の強みや特性、被災地企業のニーズに基づいた共同研究開発を実施
し、１～３年程度で新製品開発、５年程度で核となる産業を確立させ、被災地域で持
続的、自立的にイノベーションが創出される仕組みを構築する。（文部科学省） 
 

（３）政策課題「居住地域を、災害から守り、新たに創る」 
○地震・津波・火災に対する強靭性の向上 
東北地方太平洋沖地震で観測された、長周期のゆっくりした揺れが長時間継続する
地震に対して、建築物の地震力評価手法をまとめ平成 25 年度末にガイドラインとし
て示すとともに、平成 27 年度末までに、新しい耐震構造、耐震改修技術、免震技術
を開発し、構造物の地震に対する強靭性を向上させる。（文部科学省、国土交通省） 
津波対策については、平成 25 年度までに、津波が越えても壊れにくい防波堤構造
の開発を行い技術基準に反映する。（国土交通省） 
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地震・津波発生時の火災対策については、平成 27 年度までに石油タンクの津波に

よる損傷メカニズムの解明、ガレキ等堆積物の火災に対応する消火技術の開発や消火

活動マニュアルの策定、自動車からの出火メカニズムの解明等による安全な消防活動

対策のとりまとめを行い、消防本部へ周知する。（総務省） 

 

（４）政策課題「モノ、情報、エネルギー等の流れを、災害時も確保し、新たに創る」 

○地震・津波災害時にも途絶しない情報ネットワークの構築 

平成 26 年度末までに、通信処理能力が不足した地域に対して他の余裕のある地域

から通信処理能力を融通する技術や、被災地において緊急運用することが可能な移動

式 ICT ユニット、災害時に有効な衛星通信ネットワークなどの情報伝達基盤技術を確

立し、将来の大規模災害にも対応した強靭な情報ネットワークを構築する。（総務省） 

 

（５）「放射性物質による影響」に係る取組 

○放射線の長期的な健康影響への不安の軽減 

原子力発電所事故による放射性物質の長期的な健康影響への不安を軽減するため、

２年以内に事故復旧作業者の被ばく線量の総合的評価結果を提示し、５年以内に胎

児・小児期の発がんリスクの低減方法を提示する。（文部科学省） 

また、放射性物質による食品への影響について、２年以内に食品中の放射性物質の

モニタリング情報の発信、５年以内に食品中の放射性物質に関する基準値の検証を行

う。（厚生労働省） 

放射性物質の環境への影響について、森林、河川、海洋等の多様な環境における放

射性物質の挙動の解明等を行い、その知見を２年以内に国や関係自治体等へ提供する。

また、福島第一原子力発電所から 80km 圏内について放射性物質の影響の変化を詳細

にモニタリングし、将来の放射性物質分布の予測を行い、２年以内に国や関係自治体

に提供する。（環境省） 

○除染作業の一層の促進 

道路や農地での様々な除染技術、汚染土壌の減容、放射性物質に汚染された廃棄物

の処理処分・運搬・一時保管に関する技術等の開発、実証を行い、５年以内に順次実

用化する。（文部科学省、農林水産省、環境省） 

除染等作業従事者の被ばく防止のため、放射能濃度測定及び内部被ばく防止措置等

のための研究を２年以内にとりまとめ、ガイドライン等の改正を行う。（厚生労働省） 

 

（６）被災地である東北が故に可能な、あるいは、積極的に東北から全国・海外に発信

可能な取組 

○東北の風土・地域特性を生かした再生可能エネルギーの研究開発 

平成 28 年度までに、三陸沿岸における波力発電システムや潮流発電システムの実

証、下水処理場での微細藻類によるオイル生産システムの実証プラント稼働、電気自

動車を用いたエネルギーマネジメントシステムの実証試験を行い、東北地方が新たな

環境先進地域として発展するための技術を創出する。（文部科学省） 
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Ⅱ－６ 関連する国家戦略等 
アクションプラン「復興・再生並びに災害からの安全性向上」の対象施策の特定に
あたっては、日本再生戦略（平成 24 年７月 31 日閣議決定）に示された東日本大震災
からの復興に向けた考え方と方向性を一にし、各省の取組が着実に実施されるよう考
慮している。 
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Ⅲ．グリーンイノベーション 
 
 
Ⅲ－１ 目指すべき社会の姿 
「豊かで活力のある持続可能な成長を実現するエネルギー・環境先進社会」を我が国
が 2030 年に目指すべき社会の姿として設定した。 

 
 
 Ⅱ－２ 政策課題と重点的取組の設定 

我が国のエネルギー・環境に関する科学技術の革新を加速させ、グリーンイノベーシ
ョンを強力に推し進めることにより、目指すべき社会を実現するために、以下の４つの
政策課題と６つの重点的取組を設定した。 
 

 
平成 25 年度アクションプラン ‒グリーンイノベーション- 

目指すべき社会の姿 政策課題 重点的取組 

豊かで活力のある持
続可能な成長を実現
するエネルギー・環
境先進社会 
 

クリーンエネルギー
供給の安定確保 

① 技術革新による再生可能エネルギー
利用の飛躍的拡大 

② エネルギー供給のクリーン化 
分散型エネルギーシ
ステムの拡充 

③ 革新的なエネルギー供給・貯蔵・輸送
システムの創出 

エネルギー利用の革
新 

④ 技術革新によるエネルギー消費量の
飛躍的削減 

社会インフラのグリ
ーン化 

⑤ 地球環境情報のプラットフォーム構
築 

⑥ エネルギー・環境先進まちづくり 

 

Ⅲ－３ アクションプラン対象施策特定の視点 
 設定した６つの重点的取組に対し、これに寄与する各省からの施策提案を受け、ア
クションプラン対象施策特定の基準（検証可能な目標及び達成時期の設定、アプロー
チの明確性、実施体制、成果活用主体候補等）及びグリーンイノベーション分野とし
て目指すべき社会の姿を実現するための視点（産業競争力・気候変動問題への貢献、
国が主導する必要性等）に照らし、外部専門家の意見等も踏まえ、各省庁とともに検
討し、政策課題解決に向け最も重点的に推進すべき施策をアクションプラン対象施策
として決定した。 
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

1

従
来
技
術
の
延
長
線
上
に
な
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
低

炭
素
化
技
術
開
発

 【戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
】

2
0
3
0
年
頃
に
社
会
導
入
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
発
電
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
新
た
な
太
陽
電
池
の

基
礎
研
究
や
植
物
の
生
育
を
飛
躍
的
に
高
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
基
礎
研
究
等
従
来
技
術
の
延
長
線
上

に
は
な
い
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
実
施
す
る
。

な
お
、
府
省
連
携
に
関
し
て
は
、
本
事
業
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
成
果
は
経
済
産
業
省
を
は
じ
め
と
し

た
他
省
庁
事
業
も
含
む
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
受
渡
し
を
実
施
す
る
。

H
2
2
-

1
2
,0
0
0
百
万
円
の

内
数

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
宇
宙
太
陽
光
発
電
に
係
る
研
究

開
発

宇
宙
太
陽
光
発
電
技
術
開
発
で
は
、
経
済
産
業
省
と
連
携
し
実
用
化
を
目
指
す
。

文
部
科
学
省
で
は
宇
宙
か
ら
地
上
に
効
率
的
か
つ
安
全
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
伝
送
す
る
レ
ー
ザ
ー
方
式

に
よ
る
伝
送
技
術
と
宇
宙
空
間
に
お
け
る
送
電
部
等
の
構
造
物
建
築
技
術
の
研
究
開
発
を
実
施
す

る
。

H
1
2
-

H
3
2
(検
討

中
）

3
5
0
百
万
円

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3

太
陽
光
発
電
技
術
研
究
開
発

【
①
革
新
型
太
陽
電
池
研
究
開

発
、
②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
次

世
代
高
性
能
技
術
の
開
発
】

太
陽
光
発
電
の
普
及
拡
大
に
は
、
変
換
効
率
の
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｖ
２
０
３
０
＋
）
に
示

し
た
２
０
２
０
年
の
発
電
コ
ス
ト
１
４
円
/
kW
h
（
石
油
火
力
発
電
未
満
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
以
上
に
相
当
）
，

２
０
３
０
年
の
発
電
コ
ス
ト
７
円
/
kW
h
（
原
子
力
発
電
に
相
当
）
、
２
０
５
０
年
の
７
円
/
kW
h
未
満
達
成
に

資
す
る
技
術
の
開
発
を
目
標
と
し
、
短
期
的
課
題
の
「
有
機
系
太
陽
電
池
実
用
化
先
導
技
術
開
発
」
、

中
長
期
的
課
題
の
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
次
世
代
高
性
能
技
術
の
開
発
」
、
超
長
期
的
課
題
の
「
革

新
型
太
陽
電
池
研
究
開
発
」
を
一
体
的
に
実
施
し
て
国
際
競
争
力
を
高
め
る
。
２
０
２
０
年
の
段
階
で

は
、
短
期
的
課
題
で
あ
る
「
有
機
系
太
陽
電
池
実
用
化
先
導
技
術
開
発
」
、
お
よ
び
中
長
期
的
課
題
の

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
次
世
代
高
性
能
技
術
の
開
発
」
に
お
い
て
、
発
電
コ
ス
ト
１
４
円
/
kW
h
に
資
す

る
技
術
の
開
発
を
達
成
す
る
。

H
2
0
-
H
2
6

①
2
,2
0
0
百
万
円

（
2
,3
5
9
百
万
円
）

②
6
,0
0
0
百
万
円

（
5
,9
7
8
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

4
太
陽
光
発
電
無
線
送
受
電
技
術

の
研
究
開
発

宇
宙
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
中
核
技
術
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
波
に
よ
る
無
線
送
受
電
技
術
に
つ
い
て
、

安
全
性
や
効
率
性
の
確
保
に
不
可
欠
な
精
密
ビ
ー
ム
制
御
技
術
の
研
究
開
発
を
実
施
し
当
該
技
術
を

確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
実
現
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
に
は
2
0
1
4
年
度
末
ま
で
に
、
伝
送
距
離
1
0
m
以
上
に
お
い
て
角
度
精
度
0
.5
度
rm
sの
ビ
ー
ム

制
御
技
術
の
確
立
、
精
密
ビ
ー
ム
制
御
技
術
に
よ
る
屋
外
で
の
マ
イ
ク
ロ
波
電
力
伝
送
試
験
（
伝
送
距

離
：
5
0
m
程
度
、
出
力
：
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
）
の
実
施
を
目
指
す
。

H
2
1
-
H
2
6
1
5
0
百
万
円

（
1
5
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

Ⅲ
-
４
　
特
定
さ
れ
た
施
策
の
一
覧

ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 供 給 の 安 定 確 保

①
技
術
革
新

に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の

飛
躍
的
拡
大
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要
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概
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2
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額
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府
省 名
施
策
情
報

5

バ
イ
オ
燃
料
技
術
研
究
開
発

【
①
戦
略
的
次
世
代
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
開
発
、
②
セ

ル
ロ
ー
ス
系
エ
タ
ノ
ー
ル
革
新
的
生

産
シ
ス
テ
ム
開
発
、
③
バ
イ
オ
燃
料

製
造
の
有
用
要
素
技
術
開
発
事

業
】

本
事
業
は
、
「
バ
イ
オ
燃
料
技
術
革
新
計
画
」
に
記
さ
れ
た
2
0
1
5
～
2
0
2
0
年
に
お
け
る
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
製
造
コ
ス
ト
4
0
円
/
L
、
2
0
2
0
年
に
お
け
る
年
産
2
0
万
kL
で
の
商
業
化
を
実
現
す
る
た
め
、
資
源

作
物
の
栽
培
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
に
至
る
革
新
的
技
術
を
用
い
て
食
料
問
題
や
環
境
問

題
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
燃
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
、
国
内
生
産
に
と
ど
ま
ら

ず
、
開
発
輸
入
も
念
頭
に
入
れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
技
術
の
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
製
造
に
至

る
新
た
な
技
術
を
用
い
た
生
産
モ
デ
ル
の
開
発
を
行
い
、
食
料
問
題
や
環
境
問
題
に
配
慮
し
地
域
に

お
け
る
安
定
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
バ
イ
オ
燃
料
に
関
す

る
各
研
究
開
発
（
ガ
ソ
リ
ン
代
替
、
及
び
軽
油
代
替
）
を
一
体
的
・
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
家
の
時
期
を
前
倒
し
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
定
め
る
バ
イ
オ
燃
料
導
入
目
標
を
達
成
す
る
と

共
に
我
が
国
の
燃
料
安
定
供
給
体
制
を
確
保
す
る
。

H
2
1
-
H
2
8

①
2
,8
0
0
百
万
円

（
2
,0
0
0
百
万
円
）

②
1
,1
0
0
百
万
円

（
1
,2
4
5
百
万
円
）

③
1
,2
0
0
百
万
円

（
－
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

6

地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
利
用
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
①
農
山
漁
村
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃

料
等
生
産
基
地
創
造
の
た
め
の
技

術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
②
地
域
に

お
け
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
利
用
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
と
連
携
し
推
進
す
る
。
農
林
水
産
省
で
は
、
国
内
に

賦
存
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
、
農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
研
究
開
発
を
担
当
す
る
。

草
本
系
と
し
て
稲
わ
ら
や
資
源
作
物
等
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
低
コ
ス
ト
・
安
定
供
給
を
可

能
に
す
る
技
術
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
木
質
系
と
し
て
林
地
残
材
等
に
よ
る
石
油
代
替
燃
料
等
の

製
造
に
係
る
技
術
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
微
細
藻
類
由
来
の
石
油
代
替
燃
料
等
の
製
造
技
術
の
開
発

を
行
う
。
さ
ら
に
平
成
2
5
年
度
よ
り
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
実
施
す
る
。

H
2
4
-
H
2
7
8
4
5
百
万
円

(6
0
0
百
万
円
)

農 林 水 産 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

7
洋
上
風
力
発
電
実
証
事
業

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
用
化
を
目
指
し
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
推
進
す
る
。

環
境
省
で
は
、
平
成
2
4
年
に
設
置
し
た
小
規
模
試
験
機
の
運
転
実
績
を
踏
ま
え
、
我
が
国
初
と
な
る

商
用
ス
ケ
ー
ル
（
2
M
W
級
）
の
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
実
証
機
を
設
置
・
運
転
し
、
環
境
影
響
、
台
風

等
我
が
国
固
有
の
気
象
条
件
へ
の
適
応
、
漁
業
関
係
者
等
と
の
調
整
及
び
事
業
性
等
の
評
価
を
実

施
す
る
。

H
2
2
-
H
2
7
1
,6
0
0
百
万
円

(3
,0
4
8
百
万
円
）

環 境 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

8

風
力
発
電
技
術
研
究
開
発

【
①
洋
上
風
力
発
電
等
技
術
研
究

開
発
②
風
力
発
電
高
度
実
用
化
研

究
開
発
】

我
が
国
の
自
然
条
件
に
適
し
た
洋
上
風
況
観
測
シ
ス
テ
ム
と
洋
上
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行

い
、
ま
ず
は
技
術
的
な
難
易
度
が
低
い
着
床
式
の
実
用
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
技
術
・
知
見
を
収
集

し
、
そ
の
後
、
技
術
的
な
難
易
度
が
高
い
超
大
型
の
浮
体
式
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
「
風
力
発
電
高
度
実
用
化
研
究
開
発
（
新
規
）
」
に
お
い
て
、
部
品
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
高
度
化
を

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
風
力
発
電
に
係
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
、
主
要
部
品
や

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
に
関
す
る
我
が
国
の
国
際
競
争
力
強
化
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
（
H
2
7
年
度
）
ま
で
に
達
成
す
る
。
設
備
利
用
率
の
向
上
は
固
定
価
格
買
取
制
度
の
調

達
価
格
低
減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
早
期
の
実
用
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
目
標
は
、
２
０
２
０
年
に
お
い

て
は
発
電
コ
ス
ト
を
１
２
～
１
７
円
/
kW
h
（
石
油
火
力
未
満
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
以
上
）
、
２
０
３
０
年
に
お
い
て

は
発
電
コ
ス
ト
を
８
～
１
１
円
/
kW
h
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
以
下
）
に
低
減
さ
せ
る
技
術
開
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

２
０
３
０
年
に
６
０
２
万
ｋ
Ｗ
の
風
力
発
電
の
導
入
実
現
を
図
る
。

H
2
0
-
H
2
8

①
4
,0
0
0
百
万
円

（
5
,2
0
0
百
万
円
）

②
2
,0
0
0
百
万
円

（
－
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

9
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
施
設
の

安
全
性
に
関
す
る
研
究
開
発

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
用
化
を
目
指
し
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
と
連
携
し
推
進
す
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
取
り
纏
め
に
向
け
た
技

術
的
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
我
が
国
の
産
業
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
よ
う
国
際
電
気
標
準
会
議
（
IE
C
）

の
国
際
標
準
化
作
業
に
戦
略
的
に
対
応
す
る
。

H
2
3
-
H
2
5
4
0
百
万
円

（
4
7
百
万
円
）

国 土 交 通 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 供 給 の 安 定 確 保

①
技
術
革
新

に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の

飛
躍
的
拡
大
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 供 給 の 安

定 確 保

②
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の

ク
リ
ー
ン
化

1
0

石
炭
火
力
発
電
の
高
効
率
化

【
石
炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複
合
発

電
実
証
事
業
費
補
助
金
】

石
炭
は
、
供
給
の
安
定
性
、
経
済
性
の
面
に
お
い
て
他
の
化
石
燃
料
に
比
べ
優
れ
て
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
の
低
い
我
が
国
に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る
。
一
方
で
、
火
力
発
電
等
へ
の
使
用
時
に
、
他
の
化
石
燃
料
に
比
べ
単
位
熱

量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
等
、
環
境
面
の
制
約
要
因
を
有
し
て
お
り
、
石
炭
火
力
発

電
の
高
効
率
化
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
制
約
要
因
を
満
た
す
究
極
の
高
効
率
石
炭
火
力
発
電
技
術
で
あ
る
石
炭
ガ
ス
化

燃
料
電
池
複
合
発
電
（
IG
F
C
）
の
実
現
を
目
指
し
、
本
施
策
で
は
第
1
段
階
と
し
て
IG
F
C
の
基
幹
技
術

で
あ
る
酸
素
吹
石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電
（
酸
素
吹
IG
C
C
）
を
確
立
さ
せ
る
べ
く
、
酸
素
吹
IG
C
C
実
証
試

験
設
備
（
1
7
万
kW
級
）
を
建
設
し
、
性
能
（
発
電
効
率
、
環
境
性
能
）
・
運
用
性
（
起
動
停
止
時
間
、
負
荷

変
化
率
等
）
・
経
済
性
・
信
頼
性
に
係
る
実
証
を
行
い
、
平
成
3
0
年
度
ま
で
に
5
,0
0
0
時
間
の
長
時
間
耐

久
試
験
や
4
0
.5
%
の
発
電
効
率
（
商
用
規
模
で
は
約
4
6
%
相
当
、
従
来
の
石
炭
火
力
発
電
と
比
べ
て
1

～
2
割
効
率
向
上
）
な
ど
の
目
標
達
成
を
図
る
。

H
2
4
-
H
3
0

7
,0
0
0
百
万
円

（
1
,3
7
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

継
続
事
業

1
1

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
通
信
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
標
準
化
推
進
事
業

【
先
進
的
IC
T
国
際
標
準
化
推
進
事

業
(ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
通
信
技

術
)】

従
来
の
宅
内
を
中
心
と
し
た
機
器
制
御
の
た
め
の
通
信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
検
討
に
加
え
、
広
域
で

の
高
精
度
か
つ
高
信
頼
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
通
信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
関
す
る
要

素
技
術
開
の
発
及
び
検
証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
経
済
産
業
省
と
も
密
に
連
携
し
な
が
ら
戦
略
的
に
国

際
標
準
化
を
推
進
す
る
。

H
2
4
-
H
2
6
3
8
5
百
万
の
内
数

総 務 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

1
2

ポ
ス
ト
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

等
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発

【
①
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
、
②
（
独
）
物
質
・
材
料
研
究
機

構
運
営
費
交
付
金
（
う
ち
グ
リ
ー
ン

成
長
を
下
支
え
す
る
グ
リ
ー
ン
部
素

材
の
開
発
）
、
③
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
た
環
境
技
術
開
発
】

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
性
能
を
大
幅
に
上
回
る
ポ
ス
ト
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
基
礎
研
究
・
基

盤
的
研
究
開
発
を
実
際
の
製
品
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
描
き
つ
つ
経
済
産
業
省
と
の
一
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
下
で
実
施
す
る
。
同
時
に
、
蓄
電
池
技
術
を
支
え
る
先
端
的
な
物
質
・
材
料
技
術
の
高
度
化
に

向
け
た
基
礎
研
究
及
び
基
盤
的
研
究
開
発
を
実
施
す
る
。

H
2
5
-

①
1
2
,0
0
0
百
万
円

の
内
数

②
4
,4
3
2
百
万
円

の
内
数

③
6
0
0
百
万
円
の

内
数

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

1
3

エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

【
①
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
、
②
理
化
学
研
究
所
　
環
境

資
源
科
学
研
究
事
業
】

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
化
学
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
、
容
易
に
輸
送
・
保
管
で
き
る

よ
う
、
水
素
含
有
率
が
高
く
引
火
性
の
な
い
ア
ン
モ
ニ
ア
や
常
温
・
常
圧
で
液
体
の
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド

等
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
開
発
す
る
。

H
2
5
-

①
1
2
,0
0
0
百
万
円

の
内
数

②
2
,0
7
1
百
万
円

の
内
数

文 部 科 学 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 拡 充

③
革
新
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
・
貯
蔵
・

輸
送
シ
ス
テ

ム
の
創
出
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

1
4

蓄
電
池
・
蓄
電
シ
ス
テ
ム
研
究
技

術
開
発

【
①
革
新
型
蓄
電
池
先
端
科
学
基

礎
研
究
②
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

応
用
・
実
用
化
先
端
技
術
開
発
事

業
③
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
統
対
策
蓄

電
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
】

平
成
2
4
年
7
月
に
公
表
し
た
「
蓄
電
池
戦
略
」
で
は
、
全
体
の
目
標
を
「
2
0
2
0
年
に
世
界
全
体
の
蓄
電

池
市
場
規
模
（
2
0
兆
円
）
の
5
割
の
シ
ェ
ア
（
足
元
は
1
8
％
の
シ
ェ
ア
）
を
我
が
国
関
連
企
業
が
獲
得
す

る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
本
施
策
に
お
い
て
も
同
戦
略
と
同
じ
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
大
型
蓄
電
池
に
つ
い

て
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
、
①
設
置
コ
ス
ト
2
.3
万
円
/
kW
h
の
達
成
、
②
数
万
～
1
0
0
万
kW
h
級
の
容
量
、

③
定
格
出
力
付
近
で
6
～
7
時
間
の
連
続
充
放
電
の
可
能
化
が
目
標
と
な
る
。
車
載
用
蓄
電
池
に
つ
い

て
は
、
現
在
1
2
0
～
2
0
0
km
で
あ
る
電
気
自
動
車
の
航
続
距
離
を
2
0
2
0
年
ま
で
に
2
倍
と
す
る
。
革
新
型

蓄
電
池
に
お
い
て
は
、
蓄
電
池
戦
略
の
目
標
年
度
で
あ
る
2
0
2
0
年
よ
り
先
を
見
据
え
た
技
術
開
発
を

行
う
も
の
で
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
並
み
の
航
続
距
離
を
有
す
る
5
0
0
kW
/
kg
の
蓄
電
池
を

開
発
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

H
2
1
-
H
2
8

①
3
,5
0
0
百
万
円

（
3
,5
0
0
百
万
円
）

②
2
,7
0
0
百
万
円

（
2
,0
0
0
百
万
円
）

③
2
,0
0
0
百
万
円

（
2
,0
0
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

1
5

太
陽
光
発
電
出
力
制
御
シ
ス
テ

ム
開
発
実
証
事
業

【
①
次
世
代
型
双
方
向
通
信
出
力

制
御
実
証
事
業
、
②
太
陽
光
発
電

出
力
予
測
技
術
開
発
実
証
事
業
】

太
陽
光
発
電
の
大
量
導
入
に
伴
う
系
統
安
定
化
対
策
と
し
て
通
信
手
段
に
よ
る
出
力
制
御
機
能
付
き

Ｐ
Ｃ
Ｓ
の
開
発
・
実
証
な
ど
通
信
手
段
に
よ
る
太
陽
光
発
電
の
出
力
制
御
技
術
の
開
発
、
太
陽
光
発
電

の
出
力
把
握
・
出
力
予
測
手
法
の
開
発
を
行
い
、
2
0
2
0
年
代
に
系
統
・
需
要
家
と
の
双
方
向
通
信
に

よ
る
出
力
制
御
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

H
2
3
-
H
2
5

①
1
0
8
百
万
円

（
4
5
9
百
万
円
）

②
3
6
百
万
円

（
9
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

1
6
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
・
輸

送
等
技
術
開
発

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
か
ら
の
高
効
率
低
コ
ス
ト
水
素
製
造
技
術
お
よ
び
水
素
を
長
距
離
輸
送
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、
事
業
終
了
時
の
2
0
2
2
年
に
は
、
既
存
の

化
石
燃
料
と
競
合
可
能
な
2
0
～
4
0
円
/
N
m
3
の
水
素
価
格
の
実
現
に
め
ど
を
つ
け
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

国
内
外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
大
規
模
利
用
を
可
能
と
し
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
規
模

で
の
炭
酸
ガ
ス
排
出
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
適
地
等
の
経
済
発
展
を
実
現
す
る
。

H
2
5
-
H
3
4
2
,8
5
0
百
万
円

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

1
7
戦
略
的
情
報
通
信
研
究
開
発
推

進
制
度
（
競
争
的
資
金
）

戦
略
的
情
報
通
信
研
究
開
発
推
進
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
技
術
革
新
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
飛
躍
的
削
減
に
向
け
て
、
“
ＩＣ
Ｔ
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
型
研
究
開
発
”
を
推

進
。
IC
T
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
、
IC
T
機
器
そ
の
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減

が
見
込
ま
れ
る
研
究
開
発
課
題
を
大
学
・
企
業
等
か
ら
公
募
し
、
外
部
有
識
者
の
選
考
評
価
の
上
、
事

業
化
や
実
用
化
の
可
能
性
を
検
証
し
、
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
を
推
進
。
得
ら
れ
た
技
術
成
果
を
比

較
的
早
期
（
研
究
開
発
終
了
後
2
-
3
年
後
）
に
実
用
化
し
、
実
社
会
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

H
2
1
-
H
2
5

戦
略
的
情
報
通
信

研
究
開
発
推
進
制

度
1
,8
5
0
百
万
円

の
内
数

（
同
2
,3
4
0
の
内

数
）

総 務 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

1
8

「
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

に
関
す
る
研
究
開
発
」
及
び
「
超

高
速
・
低
消
費
電
力
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
技
術
の
研
究
開
発
」

通
信
機
器
一
端
子
あ
た
り
毎
秒
1
0
テ
ラ
ビ
ッ
ト
級
の
高
速
大
容
量
化
と
1
6
9
億
kW
h
の
消
費
電
力
の
削

減
を
可
能
と
す
る
オ
ー
ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
技
術
を
確
立
す
る
。
得
ら
れ
る
研
究
成
果
の
う
ち
、

毎
秒
4
0
0
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
（
現
在
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
る
技
術
の
4
倍
）
の
高
速
大
容
量
伝
送
及
び
機

器
・
伝
送
方
式
の
効
率
化
に
よ
る
低
消
費
電
力
化
と
い
っ
た
早
期
に
実
現
可
能
と
見
込
ま
れ
る
技
術
に

関
し
て
、
製
品
開
発
、
市
場
展
開
に
向
け
て
の
研
究
開
発
を
加
速
す
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
成
果
の
国

際
標
準
化
を
推
進
す
る
。

H
1
8
-
H
2
7

2
,0
0
0
百
万
円

（
3
,0
0
0
百
万
円
）

及
び
情
報
通
信
研

究
機
構
運
営
費
交

付
金
の
内
数

総 務 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 拡 充

③
革
新
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
・
貯
蔵
・

輸
送
シ
ス
テ

ム
の
創
出

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

1
9

低
燃
費
・
低
環
境
負
荷
に
係
る
高

効
率
航
空
機
の
技
術
開
発

【
機
体
高
性
能
化
技
術
の
研
究
開

発
事
業
、
エ
ン
ジ
ン
高
性
能
化
技

術
の
研
究
開
発
事
業
】

航
空
機
に
関
し
て
、
C
O
2
排
出
量
と
し
て
1
5
％
（
現
状
エ
ン
ジ
ン
比
）
、
N
O
x排
出
量
と
し
て
8
0
％
（
現
行

IC
A
O
規
制
値
比
）
を
可
能
と
す
る
エ
ン
ジ
ン
技
術
、
複
合
材
適
用
率
7
0
％
を
可
能
と
す
る
機
体
技
術
を

確
立
し
、
2
0
2
0
年
代
前
半
ま
で
に
現
行
機
に
比
べ
燃
費
向
上
3
0
%
程
度
（
M
R
J
比
2
0
%
程
度
以
上
）
を

目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、
2
0
1
7
年
度
ま
で
に
次
世
代
超
高
バ
イ
パ
ス
比
エ
ン
ジ
ン
技
術
、
高
効
率
機
体

技
術
の
開
発
を
実
施
し
、
エ
ン
ジ
ン
、
次
世
代
国
産
旅
客
機
に
お
け
る
燃
料
消
費
低
減
等
に
訴
求
す
る

性
能
要
素
に
お
け
る
優
位
技
術
を
獲
得
す
る
。

H
1
6
-
H
2
9
1
,0
7
8
百
万
円

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
0

熱
需
給
の
革
新
に
向
け
た
中
低

温
･小
温
度
差
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
技
術
の
創
出

【
①
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化
技
術
開
発
（
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
）
、
②
理
化
学
研
究
所
　
創
発

物
性
科
学
研
究
事
業
】

未
利
用
熱
を
削
減
す
る
技
術
（
断
熱
材
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
）
、
未
利
用
熱
を
回
収
し
再
利
用
す
る
技

術
（
蓄
熱
材
な
ど
）
、
未
利
用
熱
を
別
形
態
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
再
利
用
す
る
技
術
（
熱
電
変
換

な
ど
）
等
の
要
素
技
術
を
革
新
し
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
分
野
の
抜
本
的
な
省
エ

ネ
・
省
C
O
2
の
促
進
に
貢
献
す
る
。

H
2
5
-

①
1
2
,0
0
0
百
万
円

の
内
数

②
3
,0
8
0
百
万
円

の
内
数

文 部 科 学 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

2
1

省
電
力
デ
バ
イ
ス
創
出
に
向
け

た
基
盤
的
研
究

【
理
化
学
研
究
所
　
創
発
物
性
科

学
研
究
事
業
】

新
原
理
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
極
小
と
す
る
デ
バ
イ
ス
機
能
原
理
を
創
成
し
、
半
導
体
比
で
消
費

電
力
1
/
1
0
の
達
成
を
目
指
し
た
省
電
力
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
開
拓
す
る
。

H
2
5
-
H
3
4
3
,0
8
0
百
万
円
の

内
数

文 部 科 学 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

2
2

技
術
革
新
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
飛
躍
的
削
減
を
実
現
す

る
グ
リ
ー
ン
部
素
材
の
創
出

【
①
（
独
）
物
質
・
材
料
研
究
機
構
運

営
費
交
付
金
（
う
ち
グ
リ
ー
ン
成
長

を
下
支
え
す
る
グ
リ
ー
ン
部
素
材
の

開
発
）
、
②
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
環
境
技
術
開
発
、
③
大
学

発
ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾝ
ｲ
ﾉ
ﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
創
出
事
業
「
ｸ
ﾞ

ﾘ
ｰ
ﾝ
･ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
･ｵ
ﾌ
ﾞ･
ｴ
ｸ
ｾ
ﾚ
ﾝ
ｽ
」

（
G
R
E
N
E
）
事
業
（
先
進
環
境
材
料

分
野
）
、
④
国
際
熱
核
融
合
実
験

炉
研
究
関
連
開
発
費
補
助
金
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
飛
躍
的
削
減
や
効
率
的
利
用
に
資
す
る
、
省
エ
ネ
照
明
デ
バ
イ
ス
・
省
電
力

L
E
D
、
高
効
率
電
力
変
換
用
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
、
新
規
鉛
フ
リ
ー
圧
電
体
材
料
・
高
周
波
振
動
発
電
デ

バ
イ
ス
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
磁
気
記
録
媒
体
・
新
規
不
揮
発
性
メ
モ
リ
、
超
伝
導
材
料
技
術
等
に
つ
い

て
研
究
開
発
を
材
料
創
成
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
解
析
・
評
価
及
び
シ
ス
テ
ム
化
を
見
据
え
た
加

工
、
集
積
や
設
計
の
観
点
等
も
含
め
総
合
的
に
研
究
を
行
い
、
2
0
1
5
年
度
ま
で
に
部
素
材
化
・
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
を
目
指
す
。

H
2
1
-
H
3
2

①
4
,4
3
2
百
万
円

②
6
0
0
百
万
円

③
4
1
9
百
万
円

④
1
5
百
万
円

文 部 科 学 省

A
P
新
規
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

2
3
高
効
率
ノ
ン
フ
ロ
ン
型
空
調
機
器

技
術
の
開
発

低
温
室
効
果
冷
媒
を
用
い
つ
つ
高
効
率
化
を
実
現
す
る
業
務
用
空
調
機
器
を
開
発
す
る
た
め
以
下
の

研
究
開
発
を
行
い
、
平
成
2
7
年
度
ま
で
に
、
現
状
市
販
フ
ロ
ン
品
比
で
1
0
％
以
上
の
省
エ
ネ
を
実
現
す

る
業
務
用
空
調
機
器
の
基
盤
技
術
を
確
立
す
る
。
①
低
温
室
効
果
の
冷
媒
で
高
効
率
化
を
達
成
す
る

主
要
機
器
の
開
発
②
高
効
率
か
つ
低
温
室
効
果
の
新
冷
媒
の
開
発
③
冷
媒
の
性
能
、
安
全
性
評

価
。
基
盤
技
術
確
立
後
、
早
期
に
製
品
化
を
目
指
し
て
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
省
エ
ネ
性
向
上
及
び

代
替
フ
ロ
ン
等
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
通
じ
た
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
。

H
2
3
-
H
2
7
3
0
0
百
万
円

（
4
8
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
4
革
新
的
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス

基
盤
技
術
開
発

　
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
ク
リ
ン
カ
（
セ
メ
ン
ト
の
中
間
製
品
）
の
焼
成

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
①
省
エ
ネ
型
ク
リ
ン
カ
焼
成
技
術
、
②
ク
リ
ン
カ
焼
成
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
解
析
技
術
、
③
ク
リ
ン
カ
焼
成
プ
ロ
セ
ス
の
温
度
計
測
技
術
、
の
各
要
素
技
術
及
び
こ
れ
ら
を
融
合
し

た
革
新
的
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
の
研
究
開
発
を
行
う
。

　
平
成
２
６
年
度
ま
で
に
、
要
素
技
術
と
な
る
、
①
ク
リ
ン
カ
焼
成
温
度
を
低
減
さ
せ
て
も
、
従
来
の
セ
メ

ン
ト
同
等
品
質
を
確
保
可
能
な
焼
成
方
法
の
開
発
、
②
キ
ル
ン
内
の
ク
リ
ン
カ
焼
成
工
程
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
③
キ
ル
ン
内
の
ク
リ
ン
カ
や
ガ
ス
の
温
度
状
態
を
把
握
可
能
な
計

測
方
法
の
開
発
を
行
い
、
各
要
素
技
術
を
確
立
さ
せ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
技
術
を
融
合
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
単
位
を
８
％
削
減
す
る
セ
メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
設
計
提
案
を
行
い
、
実
験
的
検
証
に

よ
っ
て
実
用
化
へ
の
技
術
課
題
を
明
確
に
す
る
。

H
2
2
-
H
2
6
1
4
0
百
万
円

（
1
5
6
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
5
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
活
用
型

住
宅
の
技
術
開
発

　
無
尽
蔵
か
つ
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
熱
な
ど
、
未
だ
住
宅
分
野
で
有
効
活
用
が
図
ら

れ
て
い
な
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
着
目
し
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
住
宅
内
に
効
率
的
に
取
り
込
み
、
蓄
熱

し
、
暖
房
等
に
有
効
活
用
す
る
上
で
必
要
と
な
る
、
新
た
な
断
熱
材
及
び
蓄
熱
建
材
な
ど
の
部
材
等
及

び
こ
れ
ら
を
効
果
的
に
用
い
た
住
宅
の
研
究
開
発
を
行
う
。

　
平
成
２
７
年
度
（
２
０
１
５
年
度
）
ま
で
に
、
要
素
技
術
と
な
る
、
①
高
断
熱
性
能
（
０
．
０
１
W
/
m
・
K
以

下
）
を
長
期
（
３
０
年
相
当
）
維
持
可
能
な
断
熱
材
の
製
造
技
術
、
②
蓄
熱
性
能
を
有
し
た
状
態
を
長
期

（
３
０
年
相
当
）
維
持
可
能
で
、
厚
さ
１
５
m
m
以
下
の
蓄
熱
建
材
の
製
造
技
術
、
③
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
取
り
込
む
と
共
に
、
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
活
用
を
可
能
と
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
各
要
素
技
術
を
確
立
さ
せ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
技
術
開
発
の
成
果
を
実
装
し
た

実
住
宅
に
お
い
て
実
証
試
験
を
行
い
、
住
宅
に
お
け
る
暖
房
等
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
半
減
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

H
2
3
-
H
2
7
2
5
8
百
万
円

（
2
3
5
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
6
革
新
的
新
構
造
材
料
等
技
術
開

発
(革
新
炭
素
繊
維
基
盤
技
術
開

発
)

炭
素
繊
維
製
造
時
の
消
費
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
及
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
１
／
２
以
上
の
削
減
及

び
生
産
性
の
１
０
倍
以
上
の
向
上
を
実
現
す
る
、
新
た
な
炭
素
繊
維
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
必
要
な
基
盤
技

術
を
確
立
す
る
。

本
事
業
終
了
時
の
2
0
1
5
年
度
に
は
以
下
の
目
標
を
実
現
す
る
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
：
現
状
2
8
6
M
J
/
kg
  
 →
　
2
0
1
5
年
度
1
4
0
 M
J
/
kg
以
下
 [
現
状
か
ら
半
減
]

・
C
O
2
排
出
量
：
現
状
2
2
kg
/
kg
  
→
　
2
0
1
5
年
度
1
1
kg
/
kg
以
下
 [
現
状
か
ら
半
減
]

・
生
産
性
：
現
状
2
,0
0
0
ﾄﾝ
/
年
･ﾗ
ｲ
ﾝ
  
→
　
2
0
1
5
年
度
2
0
,0
0
0
ﾄﾝ
/
年
･ﾗ
ｲ
ﾝ
[現
状
か
ら
1
0
倍
]

H
2
3
-
H
2
7
9
1
8
百
万
円

（
7
5
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

2
7

グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ

カ
ル
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
開
発

【
①
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ

ミ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
開
発

（
革
新
的
触
媒
）
、
②
グ
リ
ー
ン
・
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス

基
盤
技
術
開
発
（
評
価
拠
点
の
整

備
、
石
油
化
学
品
の
革
新
的
製
造

プ
ロ
セ
ス
）
、
③
非
可
食
性
植
物
由

来
原
料
に
よ
る
革
新
的
化
学
品
製

造
技
術
開
発
】

化
学
品
原
料
を
ナ
フ
サ
か
ら
非
化
石
資
源
に
転
換
を
進
め
、
化
学
品
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
省
エ
ネ
化
や
、

こ
う
し
た
化
学
品
を
使
用
し
た
グ
リ
ー
ン
製
品
（
有
機
E
L
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
）
の
実
用
化
や
普

及
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
。
化
学
品
に
関
す
る
川

上
か
ら
川
下
に
至
る
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
取
組
に
よ
り
、
2
0
3
0
年
に
約
4
,0
0
0
万
ト
ン
の
C
O
2
を
削
減
す

る
。

H
2
0
-
H
3
3

①
1
,6
5
0
百
万
円

（
1
,6
5
0
百
万
円
）

②
2
,2
5
9
百
万
円

（
1
,6
0
0
百
万
円
）

③
7
5
0
百
万
円

（
－
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

2
8
次
世
代
印
刷
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

材
料
・
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
開
発

従
来
の
集
積
回
路
プ
ロ
セ
ス
に
比
べ
て
大
幅
な
工
程
削
減
・
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
が
可
能
な
印
刷

技
術
を
駆
使
し
て
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
素
子
･回
路
を
製
造
す
る
た
め
の
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
基
盤
技
術
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
利
用
し
た
電
子
ペ
ー
パ
ー
等
の
省
エ
ネ
製
品
の
製
造
技
術
を
確
立
す
る
こ

と
で
、
我
が
国
の
産
業
競
争
力
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
2
0
3
0
年
に
約
4
0
0
万
ト
ン
の
C
O
2
を

削
減
す
る
。

H
2
2
(補

正
)-
H
2
7
1
,1
5
0
百
万
円

（
4
0
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

2
9
環
境
調
和
型
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
技

術
開
発

　
現
在
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
高
炉
法
で
は
石
炭
を
原
料
と
し
た
コ
ー
ク
ス
を
鉄
鉱
石
の
還
元
剤
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ク
ス
製
造
時
に
発
生
す
る
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
（
C
O
G
）
に
含
ま
れ
る
水
素
を
増
幅

し
、
コ
ー
ク
ス
の
一
部
代
替
と
し
て
当
該
水
素
を
用
い
て
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
水
素
還
元
技
術
を
開
発

す
る
。
本
技
術
に
よ
り
、
鉄
鉱
石
還
元
用
の
コ
ー
ク
ス
使
用
量
の
低
減
を
図
り
、
製
鉄
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
C
O
2
を
約
1
割
削
減
す
る
。

　
ま
た
、
製
鉄
所
内
の
未
利
用
顕
熱
を
利
用
し
高
炉
か
ら
発
生
す
る
C
O
2
を
分
離
・
回
収
技
術
を
開
発

し
、
製
鉄
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2
を
約
2
割
削
減
す
る
。

　
高
炉
法
に
よ
る
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
で
発
生
す
る
C
O
2
を
約
３
割
削
減
す
る
た
め
の
こ
れ
ら
の
技
術
を
2
0
3
0

年
ま
で
に
開
発
す
る
。
2
0
1
3
年
か
ら
本
事
業
が
終
了
す
る
2
0
1
7
年
ま
で
に
1
0
m
3
規
模
の
試
験
高
炉
に

お
い
て
、
水
素
還
元
及
び
C
O
2
分
離
回
収
の
基
礎
研
究
開
発
（
各
要
素
技
術
開
発
、
プ
ロ
セ
ス
開
発
）

を
実
施
す
る
。

H
2
0
-
H
2
9
3
,0
0
0
百
万
円

（
1
,6
1
5
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
0
革
新
的
省
エ
ネ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製

造
技
術
開
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
を
図
り
つ
つ
大
型
部
材
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
小
型
焼
成
設
備
を
使
用
し
て

小
さ
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
成
し
、
こ
れ
を
接
合
に
よ
り
組
み
合
わ
せ
一
体
化
し
大
型
化
す
る
手

法
の
開
発
す
る
。
当
該
手
法
の
開
発
に
お
い
て
は
、
一
体
形
成
と
同
等
以
上
の
精
度
、
耐
久
性
等
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
接
合
面
の
局
所
加
熱
型
接
合
技
術
の
開
発
や
各
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
焼
き
固

め
た
時
に
生
じ
る
歪
み
の
大
幅
低
減
技
術
の
開
発
を
行
う
。

H
2
3
-
H
2
5
8
4
百
万
円

（
8
4
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

3
1
次
世
代
自
動
車
向
け
高
効
率

モ
ー
タ
ー
用
磁
性
材
料
技
術
開

発

現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動
車
用
モ
ー
タ
ー
等
に
使
用
す
る
高
性
能
磁
石
に
は
、
耐
熱

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
レ
ア
ア
ー
ス
の
添
加
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
一
方
、
レ
ア
ア
ー
ス
は
地
理
的

に
偏
在
す
る
と
共
に
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
将
来
に
わ
た
る
安
定
供
給
が
不
安
視
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
レ
ア
ア
ー
ス
を
添
加
し
た
磁
石
の
性
能
を
上
回
る
性
能
を
持
ち
つ
つ
、
レ
ア
ア
ー
ス
を
使

用
し
な
い
革
新
的
な
磁
石
を
開
発
す
る
。

具
体
的
に
は
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
添
加
型
N
d磁
石
か
ら
窒
化
鉄
系
磁
石
等
へ
の
転
換
を
対
象
と
し
、
新

規
磁
石
粉
末
合
成
技
術
及
び
粉
末
焼
結
技
術
を
開
発
し
、
高
温
領
域
に
て
用
い
ら
れ
る
自
動
車
用

モ
ー
タ
ー
に
使
用
で
き
る
新
規
磁
石
を
開
発
す
る
。
さ
ら
に
、
モ
ー
タ
ー
を
駆
動
す
る
た
め
の
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
損
失
を
少
な
く
す
る
軟
磁
性
材
料
の
開
発
を
行
う
と
共
に
、
新
規
磁
石
、
新
規
軟
磁
性
材
料

の
性
能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
モ
ー
タ
ー
設
計
及
び
評
価
を
行
う
。

H
2
4
-
H
3
3
3
,0
0
0
百
万
円

（
2
,0
0
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
2
高
温
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

過
密
化
が
進
ん
だ
都
市
部
で
は
、
電
力
需
要
が
伸
び
る
一
方
、
地
中
送
電
ル
ー
ト
の
確
保
や
地
中
管

路
の
拡
幅
が
年
々
困
難
化
し
て
お
り
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す
る
こ
と
な
く
大
容
量
送
電

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ
で
大
容
量
送
電
が
可
能
と
な
る
高

温
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
を
、
実
際
の
変
電
所
に
接
続
し
総
合
的
な
信
頼
性
の
実
証
を
行
う
。

H
1
9
-
H
2
5
2
5
0
百
万
円

（
3
2
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
3
希
少
金
属
代
替
材
料
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

希
少
金
属
の
使
用
量
削
減
の
た
め
、
代
替
材
料
お
よ
び
使
用
量
低
減
に
寄
与
す
る
技
術
を
開
発
す

る
。
具
体
的
に
は
、
代
替
材
料
の
開
発
、
使
用
量
を
低
減
し
て
も
同
等
以
上
の
機
能
を
有
す
る
材
料
の

技
術
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
使
用
済
み
製
品
等
か
ら
希
少
金
属
の
回
収
を
効
率
に
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
す
る
。

H
2
3
-
H
2
5
8
2
0
百
万
円

（
8
2
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
4
次
世
代
型
超
低
消
費
電
力
デ
バ

イ
ス
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
の
E
U
V
（
極
端
紫
外
線
）
露
光
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
マ
ス
ク
及
び
レ
ジ
ス
ト
材
料
に
係
る
加
工
・

評
価
基
盤
技
術
開
発
に
よ
り
平
成
2
7
年
度
ま
で
に
回
路
線
幅
1
1
n
m
以
細
に
対
応
す
る
基
盤
技
術
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
新
構
造
・
新
材
料
に
よ
る
低
電
圧
化
を
実
現
す
る
た
め
の
次
世
代
デ
バ
イ
ス
の
基

盤
技
術
開
発
に
よ
り
平
成
2
6
年
度
ま
で
に
消
費
電
力
が
1
/
1
0
と
な
る
超
低
電
圧
（
0
.4
V
）
以
下
に
お
い

て
動
作
す
る
デ
バ
イ
ス
の
コ
ア
技
術
を
確
立
す
る
。

H
2
2
-
H
2
7
4
,0
0
0
百
万
円

（
2
,5
8
4
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
5
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
超
軽

量
・
高
強
度
革
新
的
融
合
材
料
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
(C
N
T
)や
グ
ラ
フ
ェ
ン
な
ど
の
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
材
料
の
大
量
・
大
面
積
合
成
技

術
の
開
発
、
複
合
(融
合
)材
料
の
開
発
に
必
要
な
形
状
、
物
性
の
制
御
、
分
離
精
製
技
術
な
ど
の
基

盤
技
術
の
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
新
材
料
普
及
の
上
で
必
要
な
ナ
ノ
材
料
の
簡
易
自
主
安
全
管
理
等
に

関
す
る
技
術
の
開
発
を
併
せ
て
行
う
。
こ
れ
ら
の
融
合
基
盤
技
術
の
成
果
と
、
研
究
開
発
動
向
等
を
踏

ま
え
て
、
新
材
料
の
実
用
化
に
向
け
た
応
用
開
発
を
行
う
。

　
以
上
の
施
策
に
よ
り
、
2
0
1
5
年
に
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
材
料
の
商
用
化
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
さ
れ
、
応
用
開
発

技
術
の
う
ち
、
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
、
導
電
性
ゴ
ム
O
A
ロ
ー
ル
、
入
力
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
を
実
用
化
す
る
。
2
0
1
6

年
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
用
導
電
性
フ
ィ
ル
ム
、
2
0
1
8
年
に
輸
送
機
構
造
材
用
C
N
T
複
合
C
F
R
P
を
実
用
化

す
る
。

H
2
2
-
H
2
8
1
,7
4
3
百
万
円

（
9
5
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

3
6
低
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
新
材

料
パ
ワ
ー
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
欠
陥
を
低
減
し
た
大
口
径
ウ
エ
ハ
を
安
定
的
に
供
給
す
る
技
術
開
発
、
高
耐
圧
、
高
信
頼
な
デ
バ
イ

ス
製
造
技
術
、
イ
ン
バ
ー
タ
等
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
必
要
な
耐
熱
部
材
、
デ
バ
イ
ス
実
装
技
術
の
開
発

を
行
い
、
上
記
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
点
的
取
組
「
技
術
革
新
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
飛
躍
的
削
減
」
に
お
け
る
「
産
業
・
民
生
・
運
輸
の
各
部
門
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

飛
躍
的
に
削
減
す
る
技
術
等
」
と
し
て
、
S
iC
パ
ワ
ー
半
導
体
に
よ
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
用
い

る
こ
と
は
、
運
輸
・
産
業
･民
生
の
各
分
野
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
飛
躍
的
に
削
減
で
き
、
政
策
課

題
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
革
新
」
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

H
2
2
-
H
2
6
2
,1
3
0
百
万
円

（
1
,9
3
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
7
超
低
消
費
電
力
型
光
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
実
装
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発

光
配
線
(高
屈
折
率
、
低
減
衰
率
の
微
細
な
光
導
波
路
)や
光
素
子
(小
型
で
低
損
失
な
光
変
調
器
、
受

光
器
等
)お
よ
び
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
装
シ
ス
テ
ム
技
術
を
開
発
し
、
２
０
２
１
年
度
ま
で
に
現
状
の
電

気
配
線
の
1
/
1
0
の
低
消
費
電
力
・
高
速
化
（
1
0
m
W
/
G
bp
s→
1
m
W
/
G
bp
s）
、
通
信
速
度
(b
it
/
s)
あ
た

り
の
面
積
比
で
1
/
1
0
0
以
下
の
小
型
化
・
高
密
度
配
線
、
機
器
間
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
お
け
る

1
0
0
G
bp
s/
c
h
の
高
速
伝
送
及
び
現
状
の
1
/
5
～
1
/
1
0
の
低
消
費
電
力
・
高
速
性
を
実
現
す
る
と
と
も

に
光
電
子
融
合
サ
ー
バ
ー
ボ
ー
ド
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
開
発
し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
レ
ベ
ル
で
の
運
用
の
お

い
て
電
気
配
線
ボ
ー
ド
よ
り
消
費
電
力
が
３
割
削
減
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

H
2
4
-
H
3
3
2
,6
0
0
百
万
円

（
2
,8
0
0
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
8
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
基
盤
技
術
開
発

処
理
が
必
要
な
と
き
だ
け
電
力
を
消
費
す
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
「
ノ
ー
マ
リ
ー
オ
フ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
の
実
現
に
向
け
、
不
揮
発
性
素
子
を
用
い
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
技
術
、
制
御
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
一
体
的
に
開
発
し
、
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
低
消
費

電
力
性
能
（
電
力
あ
た
り
の
性
能
）
を
本
事
業
開
始
時
に
対
し
て
１
０
倍
と
す
る
こ
と
を
実
証
す
る
。

H
2
3
-
H
2
7
7
0
0
百
万
円

（
1
,1
1
6
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

3
9
次
世
代
照
明
等
の
実
現
に
向
け

た
窒
化
物
半
導
体
等
基
盤
技
術

開
発

L
E
D
や
有
機
E
L
照
明
の
高
効
率
化
・
高
品
質
化
に
向
け
た
基
盤
研
究
開
発
を
実
施
し
、
２
０
１
３
年
度

ま
で
に
、
L
E
D
照
明
で
2
0
0
lm
/
W
以
上
、
有
機
E
L
照
明
で
1
3
0
lm
/
W
以
上
、
平
均
演
色
評
価
数
：
8
0
以

上
、
蛍
光
灯
並
み
の
低
コ
ス
ト
化
（
0
.3
円
/
ｌｍ
年
）
、
輝
度
半
減
寿
命
4
万
時
間
、
耐
久
期
間
に
換
算
し

て
1
0
年
間
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
研
究
開
発
に
よ
り
実
現
す
る
次
世
代
の
照
明
機
器
が
市
場
に

適
切
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
L
E
D
や
有
機
E
L
の
測
光
方
法
等
に
係
る
標
準
化
活
動
も
実
施
す

る
。

H
2
3
-
H
2
5
1
,4
0
0
百
万
円

（
1
,6
7
4
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

4
0
革
新
的
新
構
造
材
料
等
技
術
開

発

部
素
材
・
製
品
メ
ー
カ
ー
、
大
学
等
が
連
携
し
、
軽
量
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
輸
送
機
器
へ
の
適
用
を

軸
に
、
強
度
、
延
性
、
靱
性
、
制
震
性
、
耐
食
性
、
耐
衝
撃
性
等
の
複
数
の
機
能
を
同
時
に
向
上
す
る

チ
タ
ン
合
金
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
、
革
新
鋼
板
等
の
高
性
能
材
料
の
開
発
、
異
種
材
料
の
接
合
技

術
の
開
発
等
を
行
う
。

H
2
5
-
H
3
4
6
,0
5
0
百
万
円

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

4
1
ス
マ
ー
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
バ
イ
ス

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
次
世
代
自
動
車
の
運
転
に
際
し
て
の
動
画
認
識
、
自
動
制
御
の
高
度
化
の
た
め
の
三
次
元
L
S
I実

装
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
、
②
電
気
自
動
車
の
電
力
変
換
の
高
効
率
化
の
た
め
の
高
効
率
・
超
小
型
電

力
変
換
技
術
開
発
を
行
い
、
２
０
１
４
年
度
ま
で
に
現
状
の
半
導
体
シ
リ
コ
ン
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
イ
ン

バ
ー
タ
よ
り
一
層
の
高
電
力
密
度
化
し
た
高
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
の
開
発
、
２
０
１
７
年
度
ま
で
複
数
の
L
S
I

を
接
続
し
た
チ
ッ
プ
集
積
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
更
な
る
低
消
費
電
力
化
・
高
速
化
を
達
成
す
る
。

H
2
5
-
H
2
9
1
,9
5
0
百
万
円

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

4
2
革
新
的
超
低
消
費
電
力
型
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
有
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
超
低
消
費
電
力
化
が
可
能
な
有
機
E
L
を
用
い
た
超

低
消
費
電
力
型
シ
ー
ト
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
技
術
開
発
を
行
い
、

２
０
１
７
年
度
ま
で
に
、
低
消
費
電
力
型
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
技
術
、
高
画
質
反
射
型
技
術
、
O
L
E
D
材
料
技

術
、
T
F
T
ア
レ
イ
 オ
ン
 シ
ー
ト
低
温
成
形
技
術
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
多
機

能
連
続
積
層
技
術
等
を
確
立
す
る
。

H
2
5
-
H
2
9
1
,0
0
0
百
万
円

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

4
3
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
革
新

的
活
用
技
術
研
究
開
発

環
境
中
に
排
出
さ
れ
る
膨
大
な
排
熱
（
未
利
用
熱
）
を
効
果
的
に
削
減
・
回
収
し
、
必
要
な
時
に
再
利

用
す
る
た
め
、
断
熱
、
蓄
熱
、
熱
電
変
換
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
に
係
わ
る
革
新
的
技
術
や
、
こ
れ
ら
を
シ
ス

テ
ム
化
し
た
熱
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
技
術
を
開
発
す
る
。

　
2
0
2
3
年
ま
で
に
、
自
動
車
の
大
幅
な
燃
費
向
上
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
冬
場
燃
費
で
3
割
以
上
改

善
）
が
実
現
で
き
る
熱
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
、
工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
代
替
と
な
る
高
温
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
な
ど
を
開
発
す
る
。

　
本
技
術
開
発
は
、
産
業
や
運
輸
部
門
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
は
住
宅
な
ど
へ
も
波
及
し
、
我
が

国
全
体
の
省
エ
ネ
・
省
C
O
2
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

H
2
5
-
H
3
4
3
,9
5
0
百
万
円

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

新
規
事
業

4
4
グ
リ
ー
ン
セ
ン
サ
統
合
制
御
シ
ス

テ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
柔
軟
か
つ
統
合
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
可
能
と
す
る
自
立
電
源
・
無
線

通
信
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
の
革
新
的
M
E
M
S
セ
ン
サ
を
開
発
す
る
。
無
線
通
信
機
能
、
自
立
電
源
機

能
を
搭
載
し
た
革
新
的
M
E
M
S
 セ
ン
サ
の
開
発
を
行
い
、
セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
る
環
境
計

測
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
の
把
握
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
最
適
化
に
よ
り
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
。

H
2
3
-
H
2
6
7
4
9
百
万
円

（
7
4
9
百
万
円
）

経 済 産 業 省

A
P
新
規
・

継
続
事
業

4
5

住
宅
・
建
築
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
評
価
手
法
の
高
度
化
に
よ
る

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減

【
建
築
研
究
所
運
営
費
交
付
金
の

内
数
（
省
エ
ネ
基
準
運
用
強
化
に

向
け
た
住
宅
・
建
築
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
評
価
手
法
の
高
度
化
）
】

住
宅
・
建
築
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
を
解
明
し
、
実
効
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
評
価
手
法

を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
省
エ
ネ
住
宅
普
及
に
向
け
た
技
術
資
料
等
を
作
成
す
る
。
成
果

は
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
時
に
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
誘
導
基
準
等
に
活
用
す
る
。

H
2
3
-
H
2
5
建
築
研
究
所
運
営

費
交
付
金
1
,7
1
0

百
万
円
の
内
数

国 土 交 通 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

エ ネ ル ギ ー 利 用 の 革 新

④
技
術
革
新

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量

の
飛
躍
的
削

減
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政
策
課
題
重
点
的
取
組
施
策
番
号

施
策
名

【
事
業
名
】

施
策
概
要

実
施
期
間

H
2
5
年
度

概
算
要
求
額

(H
2
4
予
算
額
）

府
省 名
施
策
情
報

4
6
世
界
科
学
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
実
現

複
合
分
野
・
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
わ
た
る
世
界
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
開
発
、
構
築

し
、
世
界
中
に
分
散
し
て
い
る
様
々
な
研
究
機
関
が
有
す
る
科
学
デ
ー
タ
の
有
機
的
な
連
携
を
実
現
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
未
だ
不
明
な
点
も
多
い
地
球
環
境
変
動
な
ど
の
解
析
・
予
測
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
解
決
な
ど
に
貢
献
す
る
。

H
2
3
-
H
2
7
情
報
通
信
研
究
機

構
運
営
費
交
付
金

の
内
数

総 務 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

4
7

地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
計
画
策

定
に
必
要
な
科
学
的
知
見
の
創

出 【
①
気
候
変
動
リ
ス
ク
情
報
創
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
②
気
候
変
動
適
応
研

究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
R
E
C
C
A
）
、

③
地
球
環
境
情
報
統
融
合
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
④
地
球
環
境
予
測
・
統
合
解

析
に
向
け
た
衛
星
観
測
デ
ー
タ
の

高
度
化
、
⑤
海
洋
・
宇
宙
連
携
に
よ

る
我
が
国
の
気
候
変
動
適
応
能
力

の
強
化
 、
⑥
地
球
環
境
変
動
研

究
、
⑦
「
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
」
（
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
）

事
業
 環
境
情
報
分
野
】

自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
対
応
す
る
た
め
、
衛
星
観
測
と
地
上
・
海
洋
観
測
の
連
携
に

よ
る
高
精
度
な
観
測
網
及
び
観
測
技
術
の
構
築
、
並
び
に
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
統
合
・
融

合
し
た
地
球
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
観
測
か
ら
気
候
変
動
予
測
、
ま
た
、
そ
の
結
果

の
社
会
へ
の
還
元
ま
で
一
貫
し
た
取
組
を
行
う
。

H
1
7
-
H
3
2

①
8
3
5
百
万
円

②
5
6
5
百
万
円

③
4
3
3
百
万
円

④
3
1
,5
1
9
百
万
円

⑤
7
0
百
万
円

⑥
2
,9
2
5
百
万
円

⑦
3
5
6
百
万
円

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

（
一
部
新

規
）

4
8
「
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ブ
・

エ
ク
セ
レ
ン
ス
」
（
G
R
E
N
E
）
事
業

北
極
気
候
変
動
分
野

気
候
変
動
解
明
の
鍵
と
な
る
北
極
研
究
に
つ
い
て
、
研
究
基
盤
を
充
実
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し

て
我
が
国
研
究
者
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
研
究
者
と
観
測
研
究
者
の
協
同
に
よ

り
、
４
つ
の
戦
略
目
標
の
下
、
研
究
活
動
を
推
進
。

①
北
極
域
に
お
け
る
温
暖
化
増
幅
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

②
全
球
の
気
候
変
動
及
び
将
来
予
測
に
お
け
る
北
極
域
の
役
割
の
解
明

③
北
極
域
に
お
け
る
環
境
変
動
が
日
本
周
辺
の
気
象
や
水
産
資
源
等
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価

④
北
極
海
航
路
の
利
用
可
能
性
評
価
に
つ
な
が
る
海
氷
分
布
の
将
来
予
測

H
2
3
-
H
2
7
5
7
5
百
万
円

文 部 科 学 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

4
9
地
球
地
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

（
時
系
列
デ
ー
タ
整
備
手
法
の
開

発
）

高
解
像
度
の
地
球
地
図
第
3
版
デ
ー
タ
の
平
成
2
9
年
ま
で
の
整
備
に
向
け
、
デ
ー
タ
品
質
基
準
・
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
地
球
観
測
衛
星
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
編
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
デ
ー
タ
整
備
手
法
の
技

術
開
発
を
行
う
。
ま
た
、
地
球
規
模
の
地
理
空
間
情
報
管
理
に
関
す
る
国
連
専
門
家
委
員
会
な
ど
国

際
的
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
へ
の
円
滑
な
技
術
移
転
を
進
め
る
。

H
2
1
-
H
2
6
3
1
百
万
円

国 土 交 通 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

5
0

ゲ
リ
ラ
豪
雨
（
局
地
的
大
雨
）
対

策
に
関
す
る
研
究

【
竜
巻
等
突
風
、
短
時
間
強
雨
等

の
シ
ビ
ア
現
象
の
監
視
・
直
前
予

測
情
報
に
関
す
る
研
究
】

現
在
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
X
R
A
IN
(X
バ
ン
ド
M
P
レ
ー
ダ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
、
C
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
、
お
よ
び

G
P
S
可
降
水
量
か
ら
得
ら
れ
る
観
測
デ
ー
タ
及
び
ア
メ
ダ
ス
等
の
既
存
観
測
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
局
地

的
大
雨
の
発
生
お
よ
び
移
動
予
測
の
高
精
度
化
に
関
す
る
研
究
を
実
施
す
る
。

H
2
1
-
H
2
5
2
6
百
万
円

国 土 交 通 省

A
P
継
続
・

継
続
事
業

社 会 イ ン フ ラ の グ リ ー ン 化

⑤
地
球
環
境

情
報
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構

築

30




